
一 般 会 計 予 算 の 増 額 補 正

議
案
第
８
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
４
号

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
条
例
の
一
部
改
正

廃棄物減量等推進審議会条例の一部改正
（
提
案
理
由
）　

一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
（
ご
み
編
）
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
審

議
会
の
所
掌
事
務
、
公
募
委
員

の
導
入
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員
地
区
代
表
者
会
議
か
ら
の
意

見
聴
取
及
び
専
門
部
会
の
設
置

に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
用
字
用
語
の
整
備
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

審
議
会
の
委
員
に
つ

い
て
市
が
委
嘱
す
る
人
数
の
配

分
と
女
性
の
人
数
は
。

□
当
局　

野
田
商
工
会
議
所
代

表
3
人
、
関
宿
商
工
会
代
表
2

人
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
代
表
3
人
、
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
代
表
3
人
、
再
資
源

化
事
業
協
同
組
合
代
表
1
人
、

自
治
会
連
合
会
代
表
2
人
、
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
代
表
10
人
、

新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定

審
議
会
代
表
2
人
、
市
民
公
募

3
人
で
あ
り
、
女
性
は
12
人
を

予
定
し
て
い
る
。

■
委
員　

公
募
の
期
間
は
。

□
当
局　

9
月
2
日
か
ら
10
月

1
日
ま
で
の
1
カ
月
間
を
公
募

の
期
間
と
し
て
い
る
。

◆
全
会
一
致
で
可
決

（
提
案
理
由
）　

歳
入
歳
出
予
算
、

債
務
負
担
行
為
及
び
地
方
債
の

補
正
で
あ
り
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
13

億
676
万
8
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
467
億
8
千
41
万
6
千
円
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

ご
み
収
集
に
つ
い
て
、

全
て
を
民
間
に
委
託
し
た
場
合
、

労
使
紛
争
や
倒
産
な
ど
に
よ
り
、

急
に
収
集
が
で
き
な
く
な
っ
た

際
の
備
え
は
あ
る
か
。

□
当
局　

野
田
地
域
に
つ
い
て

は
業
者
の
倒
産
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
1
台
の
車
ご
と
に
委

託
を
し
て
お
り
、
1
者
の
み
の

委
託
は
避
け
て
い
る
。
関
宿
地

域
は
、
従
前
か
ら
コ
ー
ス
の
ほ

と
ん
ど
を
1
者
で
収
集
し
て
い

る
が
、
緊
急
時
に
は
野
田
地
域

か
ら
の
応
援
で
対
応
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

■
委
員　

生
活
困
窮
者
自
立
促

進
支
援
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
で
、

5
万
円
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理

由
は
。

□
当
局　

こ
の
予
算
項
目
に
つ

い
て
は
、
昨
年
ま
で
国
か
ら
県

の
予
算
を
経
由
し
て
納
入
さ
れ

て
い
た
関
係
で
、
当
初
県
の
補

助
金
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
も

の
が
、
国
か
ら
直
接
国
庫
補
助

金
と
し
て
納
入
さ
れ
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
予
算
の
組
み

替
え
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
5
万
円
の
減
額
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
の
内
示
の
額
に

あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

■
委
員　

い
じ
め
対
策
等
生
徒

指
導
推
進
事
業
委
託
金
の
使
途

は
。

□
当
局　

相
談
員
2
名
を
委
託

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
謝
礼

及
び
消
耗
品
費
と
保
険
料
で
あ

る
。

■
委
員　

財
産
売
払
収
入
の
対

象
と
な
る
場
所
は
ど
こ
か
。

□
当
局　

県
道
我
孫
子
関
宿
線

拡
幅
に
伴
う
木
間
ケ
瀬
小
の
学

校
用
地
の
売
り
払
い
収
入
で
あ

り
、
面
積
は
359
・
41
平
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

■
委
員　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

伴
う
犯
罪
防
止
効
果
は
。

□
当
局　

警
察
か
ら
照
会
は
あ

る
が
、
結
果
に
つ
い
て
の
報
告

は
受
け
て
い
な
い
。

■
委
員　

地
域
密
着
型
施
設
等

開
設
準
備
支
援
等
事
業
補
助
金

の
減
額
理
由
は
。

□
当
局　

国
の
示
し
た
補
助
単

価
の
改
定
が
あ
っ
た
た
め
で
、

総　　務

環境経済

事
業
内
容
に
変
わ
り
は
な
い
。

■
委
員　

民
間
施
設
援
護
対
策

費
の
借
地
料
の
内
訳
は
。

□
当
局　

あ
た
ご
保
育
所
の
建

て
か
え
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

2
月
に
着
工
を
予
定
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
準
備
を
含
め
26
年

1
月
か
ら
3
カ
月
分
の
金
額
で

あ
る
。

■
委
員　

分
団
器
具
置
場
新
築

及
び
解
体
撤
去
工
事
と
防
火
水

槽
新
設
工
事
の
内
容
と
工
事
場

所
は
。

□
当
局　

と
も
に
木
間
ケ
瀬
小

学
校
前
の
道
路
拡
幅
工
事
に
伴

う
も
の
で
あ
り
、
防
火
水
槽
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
場
所
か
ら

若
干
奥
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に

入
っ
た
と
こ
ろ
に
新
し
く
耐
震

性
防
火
水
槽
を
新
築
す
る
予
定

で
あ
る
。

◆
賛
成
多
数
で
可
決

常任委員会

拡幅される木間ケ瀬小学校前の県道



議
案
第
５
号　

青
年
館
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
提
案
理
由
）　

リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
当
た
り
、
地

元
自
治
会
が
要
望
す
る
研
修
棟

が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
目

吹
一
区
青
年
館
に
つ
い
て
廃
止

の
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
用
途

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

目
吹
一
区
青
年
館
の

建
設
年
月
日
は
い
つ
か
。
ま
た
、

青
年
館
が
廃
止
さ
れ
る
経
緯
は
。

□
当
局　

建
設
年
月
日
は
昭
和

52
年
12
月
20
日
で
、
経
過
年
数

は
約
35
年
で
あ
る
。
ま
た
、
廃

止
へ
の
経
緯
は
、
各
地
域
に
お

い
て
自
治
会
館
の
建
設
等
が
行

わ
れ
る
際
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

最
初
全
部
で
35
館
あ
っ
た
が
、

現
在
8
館
残
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

◆
全
会
一
致
で
可
決

文教福祉

常任委員会／会議録のご案内

議
案
第
6
号

道
路
線
の
廃
止

路線整理のため市道を廃止
（
提
案
理
由
）　

路
線
整
理
の
た

め
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

こ
の
ふ
れ
あ
い
橋
は

い
つ
築
造
さ
れ
、
橋
の
状
況
は

ど
う
な
の
か
。

□
答
弁　

ふ
れ
あ
い
橋
を
築
造

し
た
の
は
霊
波
之
光
教
会
で
、

平
成
8
年
7
月
に
市
に
寄
附
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
橋
の
状
況

は
、
昨
年
の
点
検
で
は
、
経
過

年
数
が
そ
れ
ほ
ど
経
っ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
て
若
干
の
さ
び
等
が
発
生

し
て
い
る
程
度
で
、
構
造
が
鋼

製
の
Ｈ
桁
橋
で
あ
る
た
め
、
木

橋
の
よ
う
な
腐
食
に
よ
る
落
橋

等
は
考
え
ら
れ
な
い
。

■
委
員　

流
山
市
に
無
償
で
移

管
を
す
る
こ
と
で
よ
い
の
か
。

□
答
弁　

平
成
5
年
度
の
計
画

の
段
階
よ
り
流
山
市
と
協
議
を

開
始
し
、
流
山
市
域
に
あ
る
た

め
、
管
理
を
依
頼
す
る
方
向
で

進
め
て
い
た
が
、
流
山
市
と
し

て
は
、
利
用
者
の
多
く
が
野
田

市
の
住
民
で
あ
る
た
め
、
市
民

感
情
や
今
後
の
維
持
管
理
の
問

題
等
を
考
え
て
野
田
市
の
市
道

と
し
て
管
理
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
、

旧
県
道
松
戸
野
田
線
、
運
河
橋

建　　設

の
歩
道
が
狭
い
こ
と
か
ら
野
田

市
民
よ
り
拡
幅
要
望
が
多
く
あ

り
、ふ
れ
あ
い
橋
の
設
置
に
よ
り

運
河
駅
へ
向
か
う
市
民
に
と
っ

て
交
通
の
利
便
性
が
非
常
に
高

く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
野
田

市
道
と
し
て
認
定
し
、
管
理
す

る
こ
と
と
決
定
し
た
。
今
回
、

本
来
あ
る
べ
き
姿
に
戻
す
形
で

あ
る
が
、
道
路
構
造
物
で
あ
る

橋
等
の
構
造
物
は
、
行
政
財
産

と
し
て
の
登
録
は
し
て
お
ら
ず
、

橋
自
体
が
道
路
本
体
の
た
め
、

道
路
管
理
の
移
管
に
伴
い
流
山

市
の
所
有
物
と
な
る
。

■
委
員　

移
管
後
に
仮
に
壊
れ

た
場
合
の
協
議
内
容
は
。

□
答
弁　

今
ま
で
の
管
理
協
定

に
よ
り
流
山
市
と
野
田
市
が
折

半
で
費
用
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
協

定
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。

◆
全
会
一
致
で
可
決
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会議録をご覧ください

青年館設置及び管理に関する条例の一部改正

流山市に移管するふれあい橋

リサイクルセンター研修棟


